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こ
こ
は
歴
史
の
ふ
る
さ
と

あ
な
た
の
与
板
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い

「こんにちは、よいたんです。」
与板地域の木「桜」をあしらった直江兼続公の
愛の兜がトレードマークの男の子。
胸元には地域の花「花菖蒲」、「与板十五夜まつ
り」の提灯をかたどったポシェットには、伝統工
芸「越後与板打刃物」のワンポイント。
大好きな与板地域を元気いっぱい PRします。



脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
匠
の
技

　
戦
国
武
将
・
上
杉
謙
信
の
四
天
王

の
一
人
、
直
江
実
綱
が
与
板
の
地
に

刀
剣
師
を
連
れ
て
き
た
こ
と
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
、
４
０
０
年
余
の
伝
統

を
誇
り
、
昭
和
61
年（
１
９
８
６
）に

は
、
の
み
・
か
ん
な
・
ち
ょ
う
な
・

ま
さ
か
り
に
つ
い
て
、通
産
大
臣
よ
り

「
越
後
与
板
打
刃
物
」
と
し
て
伝
統
的

工
芸
品
産
業
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興

協
会
よ
り
認
定
登
録
さ
れ
た
「
伝
統

工
芸
士
」達
を
先
頭
に
、
優
れ
た
伝
統

的
技
術
・
技
法
を
生
か
し
た
製
品
が

製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、与
板
の
刃
物
製
品
が
、ド
イ

ツ
の
バ
イ
オ
リ
ン
作
り
や
宮
大
工
に

使
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
場
産
業
に
新

た
な
活
力
が
加
わ
る
と
と
も
に
、
伝

統
産
業
に
対
す
る
新
た
な
る
模
索
が

続
い
て
い
ま
す
。

越
後
与
板
打
刃
物
│
│
│

四
百
余
年
の
伝
統
と
技
術
を
伝
え
る

与
板
十
五
夜
ま
つ
り

　
９
月
中
旬
、
秋
風
が
吹
き
始
め
た

与
板
に
真
夏
の
よ
う
な
熱
気
が
戻
り

ま
す
。

　
京
造
り
の
屋
台
が
都
野
神
社
の
屋

台
坂
に
さ
し
か
か
る
頃
、
お
囃
し
の

演
奏
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
登
り
屋
台
は
最
大
の
見
せ
場
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
の
近
郷
き
っ
て
の
名
物
と
さ
れ

る
与
板
十
五
夜
ま
つ
り
・
登
り
屋
台

の
歴
史
は
古
く
、
宝
暦
７
年
（
１
７

５
７
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
１
８

３
０
年
頃
に

は
上
町
・
中

町
・
南
新
町

の
３
台
と
な

り
、
当
時
の

与
板
商
人
の

繁
栄
ぶ
り
を

物
語
っ
て
い

ま
す
。

万燈登り屋台

民謡流し

創作みこし かつては屋台上で芝居も行われた



　
こ
こ
に
し
か
な
い
直
江
兼
続
の
銅

像
が
お
迎
え
す
る
長
岡
市
与
板
歴
史

民
俗
資
料
館
。直
江
兼
続
を
中
心
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。兼
続
所
用
の
「
愛

の
甲
冑
」（
複
製
品
）は
、
３
６
０
度
ど
の

角
度
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
１
階
の
「
直
江
兼
続
の
生
涯
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、資
料
や
写
真
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
で
、兼
続
の
生
涯
を
絵
巻
物
の
よ
う

に
紹
介
し
ま
す
。

　
２
階
に
は
、与
板
出
身
の
ド
イ
ツ
で

修
行
し
た
日
本
人
初
の
ビ
ー
ル
醸
造

人
「
中
川
清
兵
衛
の
生
涯
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
。彼
の
生
い
立
ち
か
ら
、
業
績

を
パ
ネ
ル
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
紹
介
。

　
楽
山
苑
の
中
心
建
物
で
あ
る
楽
山

亭
は
明
治
25
年（
１
８
９
２
）三
輪
家

11
代
当
主
、
三
輪
潤
太
郎
に
よ
り
建

て
ら
れ
ま
し
た
。三
輪
家
の
祖
先
は

越
中
の
豪
士
で
あ
っ
た
が
、
加
賀
前

田
家
と
の
戦
に
破
れ
、
そ
の
後
長
岡

に
移
り
住
ん
だ
際
に
大
坂
屋
で
働
き

主
人
に
認
め
ら
れ
、
与
板
に
暖
簾
分

け
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま

す
。江
戸
時
代

は
信
濃
川
の
河

川
交
通
を
利
用

し
て
商
売
を
行

い
米
、塩
、海
産

物
を
京
都
や
大

阪
で
販
売
し
、

帰
り
の
荷
で
反
物
、薬
、書
籍
等
を
運

び
回
船
業
、
金
貸
等
の
商
い
で
越
後

屈
指
の
豪
商
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、苑
内
に
は
、親
交
の
深
か
っ

た
良
寛
の
歌
碑
が
２
基
、
現
在
北
方

博
物
館
に
移
築
さ
れ
た
茶
室
「
積
翠

菴
」を
復
元
し
設
置
、
そ
の
他
に
も
室

町
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
十

一
面
観
音
菩
薩
像
な
ど
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
春
に
は
、
苑
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
苑
内
は
自
由
に
見
学
頂
け
ま
す
。

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
☎
０
２
５
８（
72
）３
２

０
１

愛
を
育
ん
だ
里
、与
板
。

楽
山
苑

長
岡
市
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館

（
兼
続 

お
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

直江兼続書状
（天正11年）5月1日付

長岡市与板歴史民俗資料館
（兼続　お船ミュージアム）

兼
続
と
お
船・愛
を
育
ん
だ
里
、与
板

7

6

楽山苑

中村麻美 画

8都野神社9遊歩道／天地人通り
兼続門

積翠菴

都野神社天地人通り

　与板郷の鎮守様として古くから知られている。
現在の建物は、天保11年（1840年）に再建された
もので、欄間の彫刻を請け負ったのが当時の名
匠・熊谷の小林源太郎です。「与板十五夜まつり」
の屋台坂もあります。

　長岡鉄道廃線敷を活用した約1.5㎞におよぶ
歴史と花々の遊歩道です。
　与板城側には「兼続門」、本与板側には「お船
門」が設置してあります。花壇には「愛」や「駅（出
会い）」に関係する花や木が植えてあり、四季
折々に楽しむことができます。

巨大な缶ビールオブジェは撮影
スポットとしておすすめ！

「愛の甲冑」（複製品）・上杉神社
（米沢市）所蔵

●開館時間：9：00～17：00
●休 館 日：月曜日・12/28～翌年1/4
●入 館 料：●大人/300円
 （団体10名以上/250円）
 ●小中学生/150円
 （団体10名以上/100円）
お問い合せ：〒940-2402 新潟県長岡市
 与板町与板乙4356
 ☎0258-72-2021

ま
ち
の
駅
よ
い
た

　
与
板
地
域
の
情
報
発
信
交
流
施

設
。観
光
案
内
や
ガ
イ
ド
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
休
憩
所
も
あ
り
、
観
光
ガ
イ
ド
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
所
や
耳
よ
り

情
報
が
聞
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
定
休
日
　
火
曜
日
・
12
月
上
旬
〜

翌
年
３
月
末

お
問
合
せ
／
☎
０
２
５
８（
72
）４
１

６
１
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●与板
　消防署

●与板警察署

●与板支所

　
● うまみち森林公園

●商工会

●長岡市
水道局

●井伊氏
　与板城大手門

●井伊氏与板城
　切手門

恩行寺●

光西寺●

小学校
いしぶみの里

河川緑地たちばな公園
与板★中川清兵衛
記念BBQビール園

正徳館高校

（凡例　　路線バス停留所）

中学校
●テニスコート

都野神社 ●

徳
昌
寺
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神
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楽
山
苑
　
●

●
本
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寺

　
　
新
潟
別
院

● 

長
岡
市
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館

中
川
清
兵
衛

　  

誕
生
の
地

柏
木
義
円

誕
生
の
地

●
由
之
の
碑

● 与板城跡（城山）

●  本与板城跡

志保の里荘
●

JA●

●与板体育館 ●よいた
コミュニティセンター

与板スポーツ広場
●

ガスタンク●

至長岡I.C

至長岡

至三島

　ふれあい
●交流センター

郵便局
〠

GS●

塩之入トンネル

至和島
国道116号至和島　国道116号

至中之島I.C
国道403号

至寺泊

信　濃　川

与
　
板
　
橋

黒　　川

旧　　黒　　川

阿弥陀瀬トンネル

403

403

MAP
歴
史
を
彩
�
た
様
々
な
人
と
技

そ
ん
な
城
下
町
与
板
を
歩
い
て
い
る
と

素
敵
な
出
逢
い
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
�

歴史探訪と今を探る

徳昌寺山門うまみち森林公園

オートキャンプ場

大坂屋別荘・楽山苑（楽山亭） 井伊神社都野神社 健康福祉センター・志保の里荘

都野神社境内・八幡公園詩碑

いしぶみの里の菖蒲の植え込み
（約2,500株の菖蒲 6月頃が見ごろ）
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与板鍛冶体験工房
15

13
8

5

4

7

6

9

111

与板★中川清兵衛
記念BBQビール園
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与板鍛冶体験工房15
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長岡市与板歴史民俗資料館
（兼続お船ミュージアム）
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遊歩道/天地人通り

与板は兼続とお船の
方が過ごしたゆかりの
地。天地人通りを散策
すると恋愛成就するか
も知れません。

与板地域ご当地グルメ
お船らーめん

お船の方をイメージして開発した
らーめんです。与板産の豆乳を
使った美白色のスープと、たっぷ
りの野菜がヘルシーな一杯。　
提供店は、お船らーめんの赤いの
ぼりが目印です。

耳より情報

耳より情報

耳より情報

与板観光協会HP

見た人だけの大切な
メッセージ、限定情報
がいっぱい!!
ぜひ、一度ご覧ください。

耳より情報

与板鍛冶体験工房

職人仕様の鍛冶場（かじば）で鍛冶職人
が熱血指導。オリジナルの切出し（小刀）
づくりが「鍛接・鍛造」の基本工程から学
べます。
　開催期間：６月～１１月
　月２回土曜日／体験料：5,000円

申し込み・お問い合わせ
与板鍛冶体験工房事務局
090-5565-9524

●
与
板

　
維
持
管
理

　
事
務
所●

　まちの駅よいた
●

●

http://www.yoita.info/

（
兼
続
お
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
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民謡流し

創作みこしかつては屋台上で芝居も行われた

Su
m

m
e
r

Sp
rin

g

A
u
tu

m
n

寺泊地域

与板
地域

和島地域
中之島地域

三島地域

長岡市地域

川口地域

栃尾地域

越路地域

小国地域

山古志地域

長岡市与板支所 産業建設課
〒940-2492
新潟県長岡市与板町与板甲134
TEL0258（72）3201　FAX0258（72）3341
URL https://www.city.nagaoka.niigata.jp
E-mail: yit-sangyo@city.nagaoka.lg.jp

交通
JR長岡駅からバスで約30分
北陸自動車道 
長岡北スマートＩＣから車で約１０分
中之島見附ICから車で約15分

新潟県長岡市

イベントカレンダー
地域を彩る楽しいイベントが盛りだくさん。
与板の魅力を存分に楽しもう。

●楽山苑ライトアップ
5月中旬
新緑の頃、大坂屋三輪家の別邸や苑内
をライトアップし、お茶会や演奏会など、
多彩なイベントが行われます。あわせて
地域の特産品販売や、楽しい企画満載
の観光まつりも開催されます。

●十一面観音まつり（春）
4月中旬
楽山苑内にある観音様のおまつりで、春秋の2回開催されます。

●新潟別院お取越
6月25日～27日
報恩講に合わせ80軒ほどの露店が立ち並び、町内はもとより近郊から
も大勢の参拝者で賑わいます。

●ホタル祭
6月下旬
幻想的なホタルの光を観賞できます。

●中川清兵衛サッポロビールフェスタ
8月上旬
広いビアガーデンと美味しいビールに
気分も爽快。

●与板十五夜まつり
9月中旬
登り屋台や民謡流し、創作みこしなど、
観衆を魅了する多彩な催しがあります。

●与板天地人行列
10月上旬
与板の戦国絵巻。直江兼続率いる与板
衆の武者行列がまちを練り歩きます。秋
の観光まつりを同時開催し、行列に花を
添えます。

●与板いきいき文化フェスティバル
１０月下旬
地域の産業及び文化振興、地域活性化を目的としたおまつりです。地場
産農産物の販売や地域文化団体の作品展、芸能発表会などを行います。

お問い合せ

楽山苑

観光まつり

与板十五夜まつり

“日本のビール醸造の父”
中川清兵衛

与板天地人行列

与板いきいき文化フェスティバル

夏

春

秋


